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 ２０１９年６月実績概要（メモ）  

（２０１９．７．１８） 
 
定修規模の増減から、前年対比では一部で減産品目があるものの大幅な伸長品目が多々あり。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４９２，９００トン  
 前 月  比   ▲ １．７％（▲ ８，５００トン） 
 前年同月比   ＋２０．５％（＋８３，９００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．８ ％→ 当月 ９４．９％ ← 前年同月９６．７％ 
定修プラント：前月 ２社２プラント→ 当月 ２社２プラント  ← 前年同月 ３社３プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数減に併せて定修規模や稼働率要因から PP、MMA モノマー、EO、EG、AN、SBR、
トルエン、キシレンなどの１４品目がマイナス。HD、PS、塩ビ樹脂の３品目は主に稼働率要因や定
修規模差からプラスとなった。 
前年比では、主に定修規模差から LD、PP、塩ビ樹脂、MMA モノマー、EO、EG、キシレンなどの  
９品目で大幅なプラス。HD、SM、AN、SBR、トルエンなどの８品目はマイナスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の減少と併せて定修規模差や稼働率要因から LD、PP はマイナス。HD、PS は主
に稼働率要因からプラスとなった。 
前年比では、定修規模が縮小した LD、PP では大幅なプラスとなった。HD、PS は定修規模の増加
と稼働率要因からマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
連休があった前月対して、当月はユーザー側の稼働日数の増加に伴い各樹脂ともほとんどの分野に
おいて出荷が増加し、LD、HD、PP、PS ともにプラスとなった。 
前年比では、LD ではフィルム分野の減少、HD は中空成形分野での増加が見られるもののフィルム
分野等の出荷減少もあり、PE ではいずれもマイナスとなった。PP は、前年が定修規模が大きく十
分な出荷が叶わない状況にあった。当年は、定修規模も減少し、射出成形分野を中心に出荷量が増加
しプラスとなった。PS は雑貨・産業分野での増加がある一方で、包装分野の減少が相殺し前年並み
の出荷に留まった。 

ハ）輸    出 
前月比では、前月まで減少が続いていた LD、PP は当月は若干増加しプラス、HD、PS はマイナス
となった。 
前年比では、引き続き国内向けの出荷が増加傾向にある PP でマイナスとなったのをはじめ、LD、
HD、PS でもマイナスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PP、PS ともに減少した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD は上
昇、PP、PS は前月並みとなった。在庫水準としては、LD、HD はやや高め、PP はタイト傾向、PS
はほぼ適正水準となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲ ３．２ ％ －  
 定修要因等 ＋ ２．５ ％   ＋２２．７ ％  
 能力増減 － ＋ ０．２ ％  
 稼働率変動 ▲ １．０ ％ ▲  ２．４ ％  
 生産増減率 ▲ １．７  ％ ＋２０．５ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
５月末 ６月末 

L D ▲ ２，３００ ３．３ ３．６ 

H D ▲１９，８００ ３．５ ３．６ 

P P ▲５１，３００ ２．８ ２．８ 

P S  ▲ ６, ４００ １．５ １．５ 


